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力
を
合
わ
せ
て
＝
美
化
運
動
Ｈ

″
私
達
の
山
寺
を
き
れ
い
に
し
よ
う
″
と

い
う
趣
旨
で
山
寺
小
中
、

全
校
生
に
よ
る

清
掃
活
動
が
山
寺
の
メ
イ
ン
ス
ト
リ
ー
ト

を
中
心
に
年
二
回
行
わ
れ
て
い
る
。

昨
年
は
六
月
二
十
八
日
と
十
月
十
六
日

に
実
施
さ
れ
た
。

主
な
清
掃
箇
所
は

ｏ
山
寺
駅
周
辺
と
駅
の
ト
イ
レ

ｏ
宝
珠
橋
の
ら
ん
か
ん

ｏ
緑
地
公
園
と
公
衆
ト
イ
レ

ｏ
根
本
中
堂

ｏ
山
寺
大
駐
車
場
と
ト
イ
レ
、

等
で
あ
る
。

班
は
地
区
毎
の
縦
割
で
上
級
生
が
下
級

生
に

一
つ
一
つ
て
い
ね
い
に
教
え
な
が
ら

ご
み
を
拾
い
、
ト
イ
レ
内
を
拭
き
も
く
も

く
と
清
掃
に
励
む
。

そ
の

一
生
懸
命
な
姿

に
は
心
を
打
た
れ
る
。

児
童

・
生
徒
ら
の
声
を
聞
い
て
み
る
と

○
や
る
前
は
大
変
だ
な
あ
と
思
う
が
、

だ

ん
だ
ん
き
れ
い
に
な
っ
て
い
く
と
、
と
て

も
気
持
ち
良
く
な
る
。

ｏ
観
光
客
や
地
区
の
方
か
ら

「え
ら
い
わ
ね
え
、

生
徒
さ
ん
、

と
て
も

た
す
か
り
ま
す
。

あ
り
が
と
う
。

」

「ご
苦
労
様
、

こ
れ
か
ら
も
が
ん
ば

っ
て

下
さ
い
。

」
と
、

た
く
さ
ん
の
励
ま
し

や
感
謝
の
声
を
掛
け
て
も
ら
い
う
れ
し
い
。

山
寺
の
子
供
達
は
、

奉
仕
の
心
が
自
然

と
身
に
つ
い
て
大
変
す
ば
ら
し
い
こ
と
だ

と
感
心
す
る
。

〒9993301山 形市山寺5171

TEL 023-695-2001 FAX 023-695-2164

笏
え
た
品
者
を

き
れ

い

山寺小 ・中学校=

▲ 公園 トイレ
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山寺地区 戸 数448、男798人、女871人、計1669人 (2001年 1月 )

山
寺

の
地
主
権
現
と
も
言
わ
れ
て
い
る

磐
司
磐
二
郎
と
は
、

い
っ
た
い
ど
ん
な
人

だ

っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

山
寺

で
の
伝
説

１
、

磐
司
は
猿
の
子
で
あ
る
。

２
、

狩
人

（ま
た
ぎ
）
で
あ
っ
た
。

３
、

居
住
地
は
千
手
院
の
、
と
あ
る
一
角

で
あ
っ
た
。

（磐
司
屋
敷
跡
と
も
弓
か
け

の
松
付
近
と
も
言
う
）

４
、

対
面
石
で
慈
覚
大
師

（円
仁
）
と
面

談
し
、

山
寺
を
仏
教
の
聖
地
と
し
た
い

と
い
う
大
師
の
熱
意

を
受
け
入
れ
た
。

５
、

大
師
の
俳
国
浄
土

建
設
に
協
力
し
た
。

６
、

動
物
達
が
大
師
に

お
礼
を
言

っ
た
と
こ

ろ
、

大
師
は
、

先
ず

磐
司
に
礼
を
言
い
な

さ
い
と
諭
さ
れ
た
。

７
、

そ
の
後
、

秋
田
の

荒
瀬
（今
の
阿
仁
町
）

に
去

っ
た
。

そ

の
後
わ
か

っ
た

こ
と

１
、

猿
の
子
伝
説
に
つ
い
て

日
光
の
伝
説
に
よ
れ
ば
、

日
光
山
の

神
と
赤
木
山
の
神
と
戦
い
が
あ
っ
た
時
、

磐
司

（或
い
は
祖
先
）
は
日
光
方
に
味

方
し
赤
木
軍
の
大
将

（大
む
か
で
）
を

弓
で
退
治
し
、

日
光
方
を
勝
利
に
導
い

た
。

そ
の
功
績
に
よ
っ
て
東
北

一
帯
の

狩
猟
を
許
可
さ
れ
た
。

磐
司
の
祖
先
を
尋
ね
て
み
る
と
、

皇

室
に
連
な
る
貴
族
で
、

磐
司
の
父
は
猿

丸
大
夫
で
あ
る
。

２
、

住
居
に
つ
い
て

推
測
で
あ
る
が
、

千
手
院
の
ど
こ
か

で
あ
ろ
う
。

現
在
磐
司
屋
敷
跡
と
さ
れ

て
い
る
所
が
あ
り
、

近
く
に

「磐
司
愛

犬
の
墓
」
も
あ
る
。

３
、

そ
の
後
の
磐
司

秋
田
の
阿
仁
町
資
料
館
を
尋
ね
た
。

そ
こ
に
は
磐
司
伝
説
を
裏
づ
け
る
資
料

と
熊
狩
の
用
具
、

巻
物

（許
可
状
、

由

来
状
）
が
残

っ
て
い
る
。

磐
司
の
子
孫

は
明
治
の
は
じ
め
ま
で
、

東
北
の
山
を

め
ぐ
り
狩
を
し
、

現
在
も
近
く
で
熊
狩

を
し
て
い
る
。

山
寺
に
も
秋
田
か
ら
狩

人
が
来
た
と
い
う
話
が
残

っ
て
い
る
。

４
、

し
し
お
ど
り
に
つ
い
て

い
つ
の
時
代
に
始
ま
っ
た
の
か
確
か

な
資
料
は
な
い
。
し
か
し
、

山
寺
に
奉

紬
さ
れ
る
し
し
踊
り
の
し
し
は
、

鹿
で

は
な
く
猪
で
あ
る
と
さ
れ
、

先
ず
は
磐

司
祀
洞

（五
大
堂
上
手
）
の
前
で
御
礼

の
舞
を
奉
納
す
る
の
が
通
例
で
あ
っ
た
。

現
在
、

磐
司
の
功
績
を
た
た
え
て
、

立

石
寺
で
は
八
月
七
日
磐
司
を
供
養
す
る
読

経
が
あ
る
。

▲ 磐司磐三郎の像

▲ 開山 慈覚大師尊影

▲ 磐司磐二郎の墓▲ 磐司愛犬の墓



山寺地区青少年健全育成連絡協議会発足(4月 )

山1寺‐の1地―圭権現

一Ｈ

▲ 阿仁町に伝わる巻物
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奥山寺で遭難騒ぎ ヘ リコプター出動発見 (5月 )

▲磐司太鼓

合同演奏

＞

「ふ
う
が
」
子
ど
も
と
手
話
合
唱

||||||11111+||||||

山
寺
地
区
文
化

祭
は
公
民
館
、

山

寺
小
中
学
校
、

老

人
保
健
施
設
サ
ニ

ー
ヒ
ル
山
寺
、

そ

の
他
を
総
合
し
た

も
の
と
な
っ
た
。

会
場
は
公
民
館

と
学
校
体
育
館
を

使
用
、

そ
れ
ぞ
れ

独
自

の
イ
ベ
ン
ト

レ
わ
た
あ
め
の
サ
ー
ビ

ス

を
盛
り
込
み
な
が
ら
も
地
区
民
参
加
の
融

和
を
目
指
し
た
も
の
で
あ
る
。

中
で
も
学
校
会
場
で
は
、

女
声
合
唱
団

「ふ
う
が
」
と
児
童
生
徒
と
の
交
流
合
唱
、

公
民
館
で
は
中
学
生
と
民
俗
芸
能
保
存
会

と
の
合
同
演

奏

「磐
司
太

鼓
」
は
圧
倒

的
な
迫
力

で

あ

っ
た
し
、

加
え
て
、

サ

エ
ー
ヒ
ル
職

員

に

よ

る

「よ
さ
こ
い

↓ソ
ー
と
フ
ン
」

も
力
強

い
渡

舞
に
よ

っ
て

地
区

の
人
々

を
元
気
づ
け

る
も
の
で
あ

っ
た
。

そ
の
他
、

作
品
の
展
示

も
両
会
場

い

っ
ぱ

い
に
子

供
か
ら
お
年

寄
り
ま
で
の

秀
作
ぞ
ろ
い

で
あ

っ
た
。

ン
一一一！一一一一一！一一一一

一！！一一一一一一一一一一一一一一一一一一

くよさこいソーラン

試
者
人
情
ほ
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奥の細道山寺八イビジョン放映(10月)

山
寺
地
区
生
活
実
態
調
査
続
く

山
形
大
学
人
文
学
部
坂
井
教
官
と
そ

の
学
生
に
よ
る
調
査
実
習
が
続
い
て
い

る
。

正
式
に
は

「文
化
人
類
学
調
査
実

習
」
と
言
い
、

山
寺
の
各
地
区
を
尋
ね

て
聞
き
取
り
調
査
を
す
る
こ
と
で
あ
る
。

こ
れ
ま
で
に
千
手
院

・
所
部

・
馬
形

の
調
査
を
終
り
、

続
け
て
南
院
、

川
原

町
と
全
地
区
を
訪
れ
る
予
定
で
あ
る
。

参
加
学
生
は
１５
名
程
度
、
５
日
間
の

日
程
で
各
町
内
の
集
会
所
に
宿
泊
し
、

学
生
そ
れ
ぞ
れ
の
関
心
あ
る
問
題
に
つ

い
て
調
べ
る
。

地
区
の
方
々
か
ら
親
切
に
し
て
も
ら

っ
て
有
難
い
と
先
生
や
学
生
の
声
。

実

り
あ
る
業
績
を
と
、

地
区
で
も
応
援
し

て
い
る
。

・
リ

レ
ー

新
世
紀
の
世
界
平
和
を
祈
念
し
、

こ

れ
か
ら
の
一
千
年
間
も
そ
う
で
あ
り
ま

す
よ
う
に
と

「千
年
和
鐘
」
を
造
る
こ

と
に
な
っ
た
。

山
形
市
の
事
業
で
あ
る
。

そ
の
火
種
を
立
石
寺
根
本
中
堂
か
ら
採

火
、

そ
の
後
リ
レ
ー
が
行
な
わ
れ
た
。

（Ｈ
月
１６
日
）

小学生の手渡 し▼

▲根本中堂の火を市長ヘ

▲オ リンピック選手元木さんと

▼伝承の火を迎えて 。中学生の磐司太鼓
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文化保存会、宝珠山の石佛石碑調査(11月)

▼植生観察

「
山
の
寺
い
屋
」
な

山
寺
の
こ
と
を
学
べ
ば
学
ぶ
ほ
ど
、

探

れ
ば
探
る
ほ
ど
愛
着
が
深
く
な
る
し
、

誇

り
と
自
信
が
湯
く
。
こ
れ
を
基
本
に
し
た

学
習
会
を
推
進
し
よ
う
と
い
う

「山
の
寺

小
屋
」
が
発
足
し
た
。

‐２
年
に
は
山
寺
中
学
生
の
奥
山
寺
キ
ャ

ン
プ
生
活
体
験
に
協
力
援
助
。
日
向
袖
山

（馬
口
岩
）
か
ら
山
寺
の
地
形
を
見
渡
し

て
、

郷
上
の
自
然
を
学
習
。

年
末
に
は
書

道
ク
ラ
ブ
と
共
催
し
て
、

書
初
め
練
習
会

を
開
い
た
。

１３
年
に
は
天
台
の
道
ウ

ォ
ー
ク
ラ
リ
ー
を
計
画
し
、

現
在
そ

の
準
備
作
業
を
進
め
て
い
る
。

そ
の

他
に
も
多
彩
な
案
を
検
討
中
で
あ
る
。

＞
キ
ャ
ン
プ
体
験

▼総括講話

を
初
め
盗
習
参

ｏ
小
耳
に
は
さ
ん
だ
事
だ
が
、

山
寺
の

山
中
に
猪
（
い
の
し
し
）
が
い
だ
っ
け
ど

ｏ
遠
藤
佳
祐
君
（小
６
）
が
全
国
卓
球
大

会
で
第
７
位
に
ラ
ン
ク
、

卓
球
誌
に
写

宣
（入
り
で
紹
介
さ
れ
た
。

ビ
ッ
ク
リ
だ

な
あ
オ
リ
ン
ピ
ツ
ク
も
夢
じ
ゃ
な
い
ぞ

▲くぐり岩前

声
沢
の
故
柏
倉
勉
さ
ん
製
作
の

磐
司
磐
二
郎
像
が
公
民
館
に
安
置

さ
れ
て
い
る
。

像
の
寄
贈
を
受
け
た
文
化
保
存

会
で
は
慈
覚
大
師
の
御
像
製
作
を

た
の
み
、

磐
司
像
と
対
に
し
て
、

し
か
る
べ
き
所
に
堂
を
建
て
て
安

置
し
、

山
寺
の
由
来
を
永
く
記
念

し
た
い
と
願

っ
て
い
る
。

現
在
、

製
作
者
に
あ
た
っ
て
打

ち
合
わ
せ
中
だ
と
の
事
で
あ
る
。

こ
れ
は
た
い
へ
ん
な
大
事
業
に
な

る
と
思
わ
れ
る
が
、

そ
の
実
現
が

期
待
さ
れ
て
い
る
。

ｏ
憲
法
記
念
日
の
論
文
で
佐
藤
千
夏
さ

ん

（中
３
）
が
山
形
市
最
優
秀
賞
、

遠

藤
麻
衣
さ
ん

（中
３
）
が
住
作
賞
、

山

寺
バ
ン
ザ
イ

ｏ
芭
蕉
記
念
館
で
展
示
物
の
音
声
ガ
イ

ド
を
始
め
た
。

や
さ
し
い
解
説
だ
よ

Ｏ
カ
メ
ム
シ
異
常
発
生
、　

一
升

マ
ス
で

二

つ
も
獲

っ
た
人
あ
り
。

そ
れ
ホ
ン

ト
？
・
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力
寺
の
文
化
財
⑤

火
災
史
蛍
供
碁
経

（高
さ
８９

ｃｍ
　
幅
３０

側
）

現
、

観
世
音
の
西
側
に
三
〇
二
字
の
碑

文
が
あ
る
。

千
手
観
音
は
慈
覚
大
師
の
彫

刻
で
、

浄
財
を
募
っ
て
殿
堂
坊
舎
を
つ
く

り
、

後
の
世
に
垂
水
観
音
を
最
上
二
十
二

観
音
巡
礼
札
所
第
二
番
に
し
た
。

（永
享
四

年
、

五
六
八
年
前
。

）

延
享
元
年
二
月
七
日
火
災
に
よ
り
焼
失

し
、

延
享
三
年
五
月
五
日
復
旧
に
な
っ
た
。

八
月
吉
日
（観
音
縁
日
）
を
撰
び
京
都
、

音

羽
山
、

清
水
寺
学
頭
が
落
成
の
た
め
慶
讃

の
導
師
を
つ
と
め
た
。

供
養
の
法
要
を
な

し
且
つ
石
碑
を
立
て
顛
末
を
き
ざ
ん
だ
。

時
、

宝
暦
二
年
八
月
十
七
日
立
石
寺
学

頭
員
覺
院
法
師
鑑
古
書
。

（焼
失
か
ら
数
え

て
こ
れ
ま
で
二
五
七
年
が
た
つ
。

）

尚
、

石
工
は
信
州
在
池
上
円
蔵
で
あ
る
。

め
ラ

窪

川

原

川
原
町
は
立
石
寺
の
麓
、

立
谷
川
の
北

岸
に
位
置
し
、

昔
は
中
院
と
呼
ば
れ
た
山

寺
の
中
心
的
地
区
で
あ
る
。

町
内
会
は
南
院
と
同
じ
に
な
っ
て
い
て

郵
便
局

・
Ｊ
Ｒ
山
寺
駅

・
駐
在
所

・
観
光

案
内
所

。
旅
館
等
が
あ
る
。

五
十
二
戸
の

街
並
み
は
立
石
寺
門
前
町
と
し
て
ふ
さ
わ

し
い
風
格
が
あ
り
、

山
寺
観
光
の
中
心
で

あ
る
。

宝
珠
山
立
石
寺

「山
寺
」
は
名
勝
と
史

跡
の
地
と
し
て
昭
和
七
年
、

文
部
省
の
指

定
を
受
け
て
い
る
。

史
跡
と
名
勝
の
グ
ブ

ル
指
定
は
山
形
県
で
は
山
寺
だ
け
で
あ
る
。

駐在所と地区代表との懇話会発足(12月)

丹野 伸  作 さん

きくのさん ご 夫妻

小笠原 寛  智 さん

真 紀 さん ご 夫妻

こ
れ
も
慈
覚
大
師
円
仁
、

俳
聖
芭
蕉
の

の
お
か
げ
で
、

宗
教
文
化

・
俳
諸
文
学
の

伝
承
の
地
と
言
わ
れ
、

今
後
の
発
展
が
期

待
さ
れ
る
。

更
に
加
え
て
風
光
明
媚
の
地
、

奇
岩
怪

石
、

老
松
巨
杉
、

重
要
文
化
財
を
含
む
寺

院
堂
塔
、

こ
れ
を
目
あ
て
に
訪
れ
る
信
仰

者
、ヽ

観
光
客
は
年
間
７０
万
人
を
超
え
て
い

亥つ
。地

区
と
し
て
の
こ
れ
か
ら
の
課
題
は
取

り
組
み
方
や
方
向
付
け
を
明
確
に
す
る
事

で
あ
る
。

歴
史
的
文
化
遺
産
を
ど
う
守
る

か
、

門
前
町
の
整
備
誘
客
対
策
、

交
通
ア

ク
セ
ス
、

散
策
路
、

生
産
品
、

食
の
提
供

等
、

２‐
世
紀
を
迎
え
て
工
夫
を
広
く
話
し

合
い
、

発
展
策
に

一
致
協
力
、

実
現
し
て

い
き
た
い
。

師
走
も
押
し
迫

っ
た
日
の
夕
方
丹
野
さ

ん
宅
を
訪
れ
た
。

妻
の
き
く
の
さ
ん
は
中

地
蔵
の
成
山
家
か
ら
大
郷
の
丹
野
家
に
昭

和
二
十
四
年
十
二
月
二
十
日
に
嫁
が
れ
ま

し
た
。

当
時
の
丹
野
家
は
大
家
族
で
多
忙

だ
っ
た
為
入
籍
し
て
も
ら
え
ず
、

昭
和
二

十
五
年
七
月
二
十
日
に
山
寺
に
居
を
構
え

た
時
山
寺
村
役
場
で
入
籍
し
ま
し
た
。

二
人
の
娘
さ
ん
に
も
恵
ま
れ
、

そ
れ
ぞ

れ
よ
そ
に
嫁
が
れ
て
い
る
が
、

現
在
お
二

人
と
も
元
気
に
過
ご
し
て
お
ら
れ
ま
す
。

「何
も
言
う
事
の
な
い
人
で
し
た
。

」
も
ち

ろ
ん
今
も
、
と
仲
作
さ
ん
、
「優
し
い
人
で

す
。

」
と
き
く
の
さ
ん
。
う
ら
や
ま
し
い

ご
夫
婦
で
し
た
。

二
人
の
出
会
い
は
ス
ノ
ー
パ
ー
ク
面
白

山
。

第

一
印
象
は

「か
わ
い
い
」
の

一
言
。

き
さ
く
で
話
し
や
す
く
明
る
い
人
で
す
。

長
い
人
生
、

互
い
に
気
を
つ
か
わ
な
い
で

何
で
も
話
し
合
え
る
家
庭
を
築
い
て
い
き

た
い
で
す
。

子
ど
も
は
３
人
位
ほ
し
い
な

あ
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（寛
智
）

「若
い
人
も
い
る
ん
だ
な
あ
。

」
と
ス
キ
ー

場
で
。

素
朴
で
や
さ
し
く
、

ボ
ー
ド
乗
り

に
も
何
度
も
連
れ
て
い
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

お
互
い
に
自
立
し
て
生
き
生
き
と
し
た
明

る
い
家
庭
を
作

っ
て
い
き
た
い
で
す
。

（真
紀
）

見

つ
め
合
い
な
が
ら
話
を
し
て
く
れ
た

二
人
に
あ
て
ら
れ
っ
ぱ
な
し
で
し
た
。

輝

く
未
来
に
向
か
っ
て
お
幸
せ
に
〃
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遠 増 後

藤 子 藤
弥

和 和 義   右 貞 敬 哲
ヱ   ー

雄 彦 弥 忠 栄 門 雄 郎 夫

生

涯
学

習
者

布

施

さ
く
の
乾

譲
議
…
霊
一慶
！（諮
じ

（宮
崎
）

（大
二
十
年
生
　
第

一
貫
珠
会
々
長
）

国
勢
調
査
員
感
謝
状

遠
藤

結
　
城

原
　
田

布
　
施

亡込
　
藤

門
武
　
田

山
形
市
農
業
委
員
会
々
長
感
謝
状

後
　
一膝
　
哲
　
夫

山
形
市
老
人
ク
ラ
ブ
会
長
感
謝
状

布
　
施
　
さ
く
の

山
形
市
産
業
振
興
功
労
表
彰

（褒
賞
状
）

矢
　
萩
　
政
　
美

県
民
有
林
間
伐

コ
ン
ク
ー
ル
収
益
性
部
門

優
　
良
　
　
　
　
後
　
藤
　
安
之
助

交
通
安
全
緑
十
字
銅
賞

小
　
野
　
匡
　
義

山
寺
写
真

コ
ン
テ
ス
ト

最
優
秀
賞
　
　
　
山
　
田
　
廣
　
美

さ
く
の
さ
ん
は
置
賜
小
国
の
山
奥
の
生

れ
、

小
さ
な
小
さ
な
分
校
で
小
学
校
卒
業
。

そ
れ
か
ら
学
習
と
の
奮
闘
が
始
ま
る
。

学

問

へ
の
憧
れ
止
ま
ず
、

単
身
山
形
に
出
て

ほ
と
ん
ど
独
学
で
看
護
婦
の
資
格
を
得
、

東
京
の
病
院
に
就
職
し
た
。

戦
時
中
と
て

過
労
が
も
と
で
喀
血
、

帰
郷
す
る
。

そ
の

傍
ら
養
護
教
諭
の
資
格
を
取
り
学
校
に
務

め
る
。

夏
休
み
な
ど
も
連
日
講
習
会
参
加

で
あ
っ
た
と
の
事
。

退
職
後
、

三
味
線
、

民
舞
を
習
い
、

仲

間
と
タ
イ
や
ア
メ
リ
カ
公
演
に
参
加
、

良

い
思
い
出
だ
と
話
す
。

平
成
十
二
年
二
月
老
人
の
主
張
発
表
会

で
優
秀
賞
受
賞
を
始
め
ボ
ラ
ン
テ
イ
ア
活

動
に
精
励
、

地
区
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
の

会
計
も
担
当
し
て
お
ら
れ
る
。

一擁鞭紳キ４雛癬離章韓“一神砕抑毎年発行予定 保ヽ存しておきましょう

誕
鐘
譲
め
で
低
一盈
」
ぼ
い
議
す

川 馬  所
原  〃
町 形  部

（平
成
十
二
年
）

武
田
篤
哉
氏
長
女
　
爽
希
さ
ん

増
子
英
樹
氏
長
男
　
大
稀
さ
ん

小
笠
原
政
彦
氏
長
男
　
↓源
　
さ
ん

笹
原

一
浩
氏
次
女
　
明
楽
さ
ん

光
里
さ
ん

ち
な
つ

千
夏
さ
ん

あ
や
か

彩
夏
さ
ん

あ
や

か

彩
香
さ
ん

珠
雨
さ
ん

ま
い
さ
ん

川
原
町
　
今
井
孝
二
氏
次
女

士戸
　
沢
　
柏
倉
公

一
氏
長
女

〃
　
　
　
　
〃
　
　
次
女

〃
　
　
伊
澤
　
彰
氏
長
女

〃
　
　
原
田
正
義
氏
次
女

中
地
蔵
　
一畠
樫
員
一
郎
氏
次
女

山
寺
地
区
振
興
会
の
主
な
活
動

要
望
活
動
で
は
、

市
に
対
し
て
２０
項
目
、

県
に
対
し
て
１７
項
目
に
わ
た
っ
て
地
区
の

課
題
を
陳
情
。
こ
れ
を
受
け
て
市

・
県
で

は
担
当
課
に
よ
る
現
地
視
察
を
実
施
し
て

改
善

・
改
良
が
図
ら
れ
、

例
年
以
上
の
効

果
を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
た
。

ま
ち
づ
く

り
関
係
は
、

赤
石
住
宅
団
地
の
造
成
に
向

け
て
の
進
展

・
追
分
花
壇
の
４
年
連
続
高

位
入
賞

・
み
ど
り
基
金
を
活
用
し
た
ボ
ラ

ン
テ
イ
ア
緑
化
「芭
蕉
記
念
館
俳
旬
の
道
」

に
ア
ジ
サ
イ
植
栽
等
を
行

っ
た
。

平
成
十
二
年
の
物
故
者

謹
ん
で
お
悔
や
み
申
し
上
げ
ま
す

千
手
院

・
後
藤
　
し
ろ
殿

所

部

武
田
秀
次
郎
殿

柏
倉
　
静
江
殿

遠
藤
　
　
正
殿

山
田
善
兵
ェ
殿

堀
川
　
と
づ
殿

後
藤
よ
し
の
殿

矢
萩
　
な
を
殿

富
樫
　
き
ゑ
殿

・
三
澤
た
ま
え
殿

・
武
田
　
な
を
殿

川
原
町

・
武
田
ま
す
ゑ
殿

・
武
田
や
す
の
殿

南

院
・
新
関
庄
五
郎
殿

と戸
　
沢

・
柏
倉
長
四
郎
殿

・
伊
澤
　
　
実
殿

・
柏
倉
　
　
勉
殿

宮

崎
・
布
施
　
む
め
殿

地
蔵
堂

・
布
施
　
　
善
殿

・
武
田
　
和
雄
殿

中
地
蔵

・
武
田
　
き
よ
殿
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